


  階高

これは建築確認検査センターはNGとしている。
※土間の上に木床を1.0ｍ組んだりとなんでもありになってしまうため





構造耐力上の鉛直支点間距離とは、外力などに対して支点として効き目がある位置になる。
では、土間が有効かと言うと
審査側の担当者によっては、「土間は構造体ではないので算定距離からは除くように」と
指摘を受けることもあった。

かと言って土間を完全に無視するのも過剰ということで、
起点を上記AとBの間をとって、Cの地中梁天端としている。

まとめると
h1は審査側によって指摘を受ける　Ａ
h2は間違いなくＯＫだが、壁厚が大きくなってしまう　Ｂ
h3は実務上の妥当な寸法　　Ｃ

Ａ ＣＢ







階高の下端基点を木床天端とするのは、建築確認検査センターはNGとしている。
※図1.2では木床高さは0.1ｍとなっているが、1.0ｍ組んだりとなんでもありになってしまうため


